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研究成果の概要（和文）：新発想CROS補聴器「EHIME」について、一側性難聴者を対象に音源定位検査と質問紙
調査を実施した．EHIMEを装用することによって，音源定位はさらに困難となり，擬似耳による出力音の分析結
果，装用者が「機械音」と表現する補聴器経由音を手がかりに音源定位が行える可能性を示した．質問紙調査で
は，一側性難聴者は12項目すべてで解決したい事項があった．EHIMEの装用により，一時的に音源定位は劣るが
補聴器経由音の聴取の学習で向上すること，質問紙調査からは装用によるわずらわしさより，聞こえの向上によ
る快適さが上回ることがわかった．

研究成果の概要（英文）：For the new concept CROS hearing aid "EHIME", we conducted a sound source 
localization test and a questionnaire survey for people with unilateral deafness. By wearing EHIME, 
localization became even more difficult, and as a result of analysis of the output by the simulated 
ear, it was shown that the localization could be performed using the sound via the hearing aid, 
which the wearer describes as "machine sound", as a clue. In the questionnaire survey, unilateral 
deafness had items that they wanted to solve in all 12 items. By wearing EHIME, the localization was
 temporarily inferior, but it was improved by learning to listen to the sound through the hearing 
aid, and from the questionnaire survey, it was found that the comfort by improving the hearing 
outweighed the troublesomeness by wearing.

研究分野： 教育オーディオロジー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
一側性難聴者は日常生活の中で様々な困難を抱えており、これらを新発想CROS補聴器「EHIME」の装用によって
解決できないかと研究を行った。音源定位の困難に対して、EHIME装用者は補聴器増幅音に気付く学習をするこ
とで、定位の向上につながった。また、雑音下聴取でも補聴器装用側の聴取向上につながることもわかった。一
方、補聴器を装用することによるわずらわしさと聞こえの向上の快適さという主観的評価を行ったところ、わず
らわしさより快適さが上回った。

このことから、CROS補聴器の導入にあたっては独特な音源定位の学習が必要であり、CROS補聴器の継続・中断に
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１．研究開始当初の背景 
これまで，一側性難聴者の音源定位の困難さについて複数の報告がされてきた．しかし，音源

定位の学習効果があるかどうかや，新発想 CROS 補聴器「EHIME」を使用した場合の音源定
位への影響，音源定位に関して日常の生活場面での困難度は明らかにされていなかった． 
 
２．研究の目的 
新発想 CROS 補聴器「EHIME」を使用した場合の音源定位への影響，音源定位に関して日

常の生活場面での困難度は明らかにする． 
 
３．研究の方法 
本研究では，一側性難聴者 8 名，成人片耳人工内耳装用 1 名を対象に音源定位検査と質問紙

調査を実施した． 
実験では，一側性難聴者の音源定位の測定を，①裸耳，②裸耳で学習した場合，③CROS 補聴

器装用，④CROS 補聴器装用で学習した場合の計 4 条件で行った．一側性難聴者は両側健聴者よ
り音源定位が有意に困難であった．良聴耳側は非良聴耳側に比べて有意に良く，前後では差はな
かった．一側性難聴者に CROS 補聴器を装用することによって，音源定位はさらに困難となった．
HATS（擬似耳）による詳細な測定によって，CROS 補聴器からの出力音を分析した結果，原音に
遅れて装用者が「機械音」と表現する補聴器経由音（増幅音）を手がかりに音源定位の学習を行
える可能性も考えられた． 
質問紙調査では、音源定位に関する困難については，一側性難聴者はさまざまな場面で高い困

難度を感じていることが分かった．評価項目 12 項目すべてにおいて「解決したい」と思う人が
おり，CROS 補聴器を装用すると裸耳の場合より困難度が低下した項目もあったが，変化なし・
困難度が大きくなった項目の方が多かった．質問紙では，広い場所での音源定位において最も高
い困難度がみられたことから，広さや音源からの距離との関連が示唆された． 
 

 
図 1：音源定位の結果（対象者 1）の例    図 2：一側性難聴者の音源定位 
 

 
図 3：良聴耳に届く各スピーカからの原音(S1)と増幅音(S2)の時間と音圧 



各スピーカからの原音(S1)が良聴耳に届いた後，増幅音(S2)が補聴器の処理時間分遅延して
良聴耳側に届いている状況が HATS によって観察できた．この際，補聴器の増幅時間差が生じ，
また，補聴器の増幅によっても原音の音圧差はほぼ保たれて良聴耳に届いていた． 
 
 
４．研究成果 
 新発想 CROS 補聴器の装用により，一時的に音源定位は劣るが学習によって非装用時と同等の
音源定位が可能なること，そのためには少し遅れて聞こえる機械音の聴取の学習が必要である
こと，質問紙調査からは装用によるわずらわしさより，聞こえの向上による快適さが上回ること
がわかった． 
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